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シビックプライド
醸成

ロジックモデル

活動 アウトプット
初期効果

（アウトカム）
中期効果

（中期インパクト）
長期効果

（長期インパクト）

うめきた2期
における

都市公園を
中心とした
まちづくり

緑地

ヒートアイランド現象
緩和

生態系/生物多様
性の維持

商業施設
業務施設

地域での
経済・観光振興

まちでの消費額の
増加

防災施設 災害時被害抑制
地域のレジリエンス

強化

まち及び周辺地域の
不動産の価値・地域の

魅力度向上

雨水貯留施設 浸水被害抑制

地域の快適性向上

オープンスペース

健康維持・増進

地域コミュニティ
の形成

周辺住民の
運動の習慣化

医療費削減

景観向上
まち及び周辺地域の

知名度向上

気候変動対策

ネイチャーポジティブへ
の取組促進

生態系に対する
興味・関心の醸成

来訪者数の増加

※イベント・プログラムの

交流機会創出

CO₂の吸収

新たな気づき・
ひらめきの発掘

イノベーション
機運醸成

（凡例）

•GGO独自の項目

•ウェルビーイングの要素

•優れたマネジメントにより
強化され得る関係性

•試算した項目 太字

環境負荷抑制
都市環境改善

グラングリーン大阪の効果に係るロジックモデルの試案

（イノベーション
関連施設含む）

公園と中核機
能施設の一体開発
によって、より多様な
人材との交流が可能

開催や

経年で維持するために
優れた管理が必要

アウトプットのみでは
充分に生じない恐れ



試算結果概要

（出所） ㈱日本経済研究所

本調査における各項目の便益/効果の試算結果の概要

調査項目 試算方法 便益/効果の試算結果の概要

みどりから直接もたらされる効果

災害時の避難場所 人身被害抑止効果の試算 人身被害抑止額が上町断層帯地震では最大11.8億円、南海トラフ地震で
は最大0.2億円

雨水貯留効果 流出雨水の下水処理費用削減額の試算 費用削減額が年間571万円

生態系/生物多様性
の維持

CVM（仮想価値法）による支払意思額の試
算

年間便益が大阪市で7.9億円、大阪府で18.5億円

ヒートアイランド現象の
緩和

ヒートアイランド対策熱負荷計算モデルによる排
出熱量の試算

熱排出ピークの14時での排出量が通常のオフィスビル開発と比べて4分の1に
軽減

健康増進効果 散策・運動による医療費削減効果の試算 年間医療費削減額が8.3億円

みどりを活かしたまちづくりからもたらされる効果

不動産価値の向上 ヘドニックアプローチに基づく地価関数の推計 周辺地価が2023年対比3.4%～19.4％上昇

シビックプライドの向上 CVM（仮想価値法）による支払意思額の試
算

年間便益が大阪市で15.9億円、大阪府で37.8億円

経済波及効果 大阪府産業連関表による分析 大阪府への経済波及効果が年間639億円

イノベーションの創出 アンケート等による多様性や行動変容の把握 （グラングリーン大阪開業後の試算を検討）
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